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はじめに

本論は，本学部スタッフのうち学部プロジェクトに参加した教員により行われた研究成果を

中間報告としてとりまとめた内容である。一連の研究は，本学が位置する三八地区における地

域に，健康の分野から何ほどかの貢献ができることを目指している。「三八地区における健康影

響の近未来予測」という包括的研究テーマのもとに，以下のように個々の研究課題が設定され

ている。これらは，平成20年度に取り組んだ研究の要約であり，今後の研究を方向づける内容

ともなっている。

本プロジェクトは，基本的には学生の協力を求めながら推進されている。したがって，研究

の過程で人間健康学部学生の参加があり，彼らにとっては研究がどのような考え方にもとづい

てなされるのかを学ぶよい機会となっている。

今後，研究成果が学会の場や地域の随所で公表されることにより，本学部の研究教育の特色

をよりよく知っていただくことになることを強く願うものである。
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